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やまぜんホームズ （1440） 
1 棟当たり利益重視へ方針転換。介護事業から撤退し

高所得顧客層をターゲットとした高性能住宅を強化 

 
 

 
 

フィリップ証券株式会社 
TOKYO PRO Market | 戸建住宅建設 | 業績フォロー  

BLOOMBERG 1440:JP  | REUTERS 1440.T 

 2023/7 中間期は、売上高が前年同期比 9.5％増。営業利益、経常利

益、当期利益が黒字転換。主力の戸建て住宅事業が堅調に推移。 

 世界的な木材価格高騰への対策で 1 棟当たり利益確保方針へ転換し

たことに伴い、通期会社計画を下方修正。 

 事業の選択と集中で介護事業から撤退。強みとする高性能住宅の強

化で高所得顧客層をターゲットとした収益物件が奏功し始めた。 
What is the news? 

3/10発表の2023/7中間期は、売上高が前年同期比9.5％増の28.03億円、

営業利益が前年同期の▲2.50億円から52百万円へ、経常利益が▲2.41億円

から44百万円へ、当期利益が▲3.12億円から19百万円へ黒字転換だっ

た。大型分譲地の販売開始のほか集客および新規受注数の向上が増収に

寄与した。住宅事業合理化のための店舗閉鎖損失、飲食事業における閉

店中の店舗についての減損損失（店舗閉鎖損失）、介護事業施設の売却

損失といった特別損失計上の一方、介護事業からの撤退にともなう子会

社全株式の売却益に係る特別利益もあり、黒字転換を実現した。 

セグメント別業績は以下の通り。①主力の戸建住宅事業は、売上高が

前年同期比12.5％増の26.22億円、セグメント利益が前年同期の▲2.33億

円から80.2百万円へ黒字転換。「街びらきイベント」や「オータムフェ

ア」と銘打った大型分譲地の販売開始、バス見学ツアーの再開、および

一部富裕層や事業者への収益物件や事業用地の販売・仲介が功を奏し

た。②飲食事業は、売上高が同11.8％増の1.32億円、セグメント利益が前

年同期の▲18.2百万円から▲13.7百万円へ赤字幅縮小。1店舗の一時閉店

が続いたものの3店舗での運営を継続した。③認知症対応型共同生活事業

所を専業とする介護事業は、売上高が前期比55.9％減の47.9百万円、セグ

メント利益が前年同期の0.5百万円から▲14.1百万円へ赤字転落。介護事

業から撤退のため3施設を事業譲渡した。 
How do we view this?  

通期会社計画を下方修正。売上高を17.0％減の48.80億円（従来計画

65.60億円）、営業利益を前期の▲1.31億円から51百万円（同1.10億円）

へ、経常利益を同▲17百万円から34百万円（同95百万円）へ、当期利益

を同▲90百万円から22百万円（同85百万円）へ黒字転換とした。住宅事

業で建築用木材価格の高騰（ウッドショック）への対策として1棟当たり

利益確保の販売戦略に方針転換したことで、会社見通しを引き下げた。 

同社は世界的な木材価格高騰に対応すべく、介護事業からの撤退によ

る事業の選択と集中を推進し、強みとする高性能住宅への取組みを強

化。新ブランド「ZEN style」の展開に加え、収益物件への取組みなど高所

得顧客層をターゲットとした販売戦略についても効果が出始めている。 

 

 
業績推移

事業年度 2020/7 2021/7 2022/7 2023/7予

売上高（百万円） 6,360 6,027 5,884 4,880
経常利益（百万円） 18 22 -123 34
当期利益（百万円） 17 5 -97 22
EPS（円） 10.85 3.31 -60.58 14.04
PER（倍） 46.08 151.06 - 35.61
BPS（円） 242.14 231.43 170.83 -
PBR（倍） 2.06 2.16 2.93 -
配当（円） 0.00 0.00 0.00 -
配当利回り（％） 0.00 0.00 0.00 -
（※）2021/7期より連結財務諸表を作成しているため、それ以前については個別財務諸表に基づいて

記載している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成）

配当予想（円） - （会社予想）
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会社概要

企業データ

主要株主 (2022/10/28） (%)
1.株式会社フロンティア 36.1

2.前野 一馬 25.4

3.前野 泰広 19.2

4.前野 圭亮 18.7
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                    （出所:会社公表資料をもとにフィリップ証券作成）

1978年、前野一馬氏が建築リフォーム業を目的とした

やまぜん開発（現、やまぜんホームズ）を個人事業として

創業。戸建て注文住宅を中核として、地元の三重県のほ

か、愛知県、岐阜県、滋賀県で事業を展開している。

2017年3月3日に東京証券取引所 TOKYO PRO Market

に株式を上場した。

「住む事と食べる事による幸せ作りを通じて社会貢献

する」を企業理念として掲げ、主力の戸建住宅事業のほ

か、飲食事業、介護事業を営む。

①戸建て住宅事業は、注文住宅業務、分譲住宅業

務、および不動産開発・販売業務を行う。

②飲食事業は、各種懐石料理やうなぎ料理などの自

社店舗による和食店舗の運営を行う。

③介護事業は、認知症対応型・共同生活介護施設で

あるグループホーム等の運営を行う。2023/7中間期で事

業譲渡を行って撤退した。
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（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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